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Abstract 
The decline in the athletic ability of young children is also associated with the decline in the 
ability of daily activities such as communication ability, and the main factor is the decrease in 
exercise play, their companions, and places where they can exercise. In addition, the childcare 
environment is also a major factor, such as changes in the view of childcare. Furthermore, under 
the current situation of the spread of new coronavirus infections, research on more efficient 
exercise guidance and health guidance is needed. Therefore, in this study, we focused on 
coordinating training based on the theory of Professor Emeritus Hideo Araki of the University of 
Tokushima, and examined its effectiveness. 
From the questionnaire survey of childcare workers, many of the current behavioral issues for inf-
ants were "restlessness", "difficulty in giving instructions", and "dependence on the media", which 
are associated with childhood. Most likely due to lack of necessary exercise or stimulation from. 
And those issues are also mentioned as "expected effects of coordination training". 
In this study, it was suggested that "instruction and communication problems", "physical 
strength", and "lack of exercise", including the above problems, could be improved by performing 
Araki-style coordination training. 
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図７ こどもが CT を行うことにより期待される効果 
 
図８ CT を行うことにより期待される効果（経験年数別） 
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                   評価平均値   
全体             4.27 
  嘉麻市公立実施園         4.03 
  白河地区             4.55 
   白河実施幼稚園       4.67 
   白河実施保育園              4.33 
   白河新規実施園              4.50 
   白河未実施園                3.86 
   白河未経験者                3.80 
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図１０  課題と期待（嘉麻市） 
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おわりに 
今アンケート調査の結果，トレーニング実施園の
多くの保育者は，子どもたちが集団で楽しく体を動
かせていることを見取っていた．対象幼児らが動く
ことそのものに喜びを感じ，意欲や態度に表れた結
果であると思われる．動きの完成形を求めないコオ
ーディネーショントレーニングの特徴が表れている． 
嘉麻市の課題としては，保育者が問題意識を持っ
ている内容に対して，コオーディネーショントレー
ニングの直接的な効果が期待されないように見られ
る(図 10)が，白河地区では，期待が寄せられている，
しかし，この結果は園長経験者がコオーディネーシ
ョントレーニングの効果に大いに期待している(図
12)ことに由来している．具体的な理論や実際の運動
内容等を，多忙な現場の保育者に学んでいただく時
間と機会の確保が重要であり，動きにどのような意
味があるのか，また，理論に沿った運動や指導にな
っているのかということを保育者自身が判断でき，
将来的に自身で指導ができるように進めていかなけ
ればならない課題があることは，嘉麻市，白河地区
ともに同様である． 
本研究において，荒木式コオーディネーショント
レーニングの有効性について，いかに保育者が理解
を深めるかという課題も見えてきた．先行研究では，
スポーツのパフォーマンス 3)や基礎となる運動能力
の向上 2)だけでなく，看護技術の向上 4)にも効果が
見られた．さらに，指導に関しては，運動を専門と
する指導者以外でも指導し効果が得られることが報
告され 2)ており，生活行動の改善という意味では，
幼児だけでなく高齢者にも有効で 5)ある．嘉麻市や
白河市では高齢者の生活行動力を高めることをねら
いとして導入され，効果があらわれてきている．故
に荒木式コオーディネーショントレーニングを行う
ことで，現在のこどもの抱える様々な課題が改善に
向かうと思われる． 
荒木式コオーディネーショントレーニングは，一
般的にコーディネーショントレーニングと呼ばれる
ものや旧東ドイツのライプチヒ学派のコオーディネ
ーショントレーニングと似て非なるものであり，脳
神経科学や運動科学，認知科学といった学際的領域
における共通した思想に基づき，潜在能力に働きか
け，学ぶ力を引き出す脳のトレーニングである．例
えば，鉄棒で何度も練習をして逆上がりができるよ
うになるのとは異なり，コオーディネーショントレ
ーニングは，一見すると，トレーニングの動きと効
果に直接的な結びつきがない．したがって，保育者
は理論に基づいた動きであることを理解していない
と，子どもたちが単に楽しく体を動かしているだけ
のように感じるであろう．具体的な理論や実際の運
動内容等を理解することで，保育者自身で子どもた
ちにコオーディネーショントレーニングの指導がで
きることにつながるだけでなく，日々の教育・保育
で子どもたちとコオーディネーション的な視点で関
わることができる．それが，保育者が感じている子
どもたちの問題や課題の解決につながっていくと思
われる．  
今後は，今回のアンケート調査に加え，子どもの
体力・運動能力テスト等も含めた包括的な調査を行
うことで，より深くコオーディネーショントレーニ
ングの有効性を検証できると考える． 
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